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（別紙第１‐１号様式）  

令和４年度医療提供体制施設整備交付金における事業計画評価シート 

 

 神奈川県  

１ 事業の概要 

                             （金額の単位は千円） 

補助金等 

名称 
医療提供体制施設整備交付金 補助年度 令和４年度 

担当課 神奈川県健康医療局保健医療部医療課 

事業名 事業分類 総事業費 
(補助対象経費分) 

県 

補助額 

国庫 

補助額 

１ 休日夜間急患センター施

設整備事業 

２ 救命救急センター施設整

備事業 

医療計画等の推進に

関する事業 

同上 

 

107,446 

 

816,867 

 

7,522 

 

158,898 

 

7,522 

 

158,898 

 

医療計画等の推進に関する事業 924,313 166,420 166,420 

合計 924,313 166,420 166,420 

目的等 １ 休日夜間急患センター施設整備事業 

・休日夜間急患センターの施設整備を推進することで、地域の初期救急患者の

医療を確保するともに、二次・三次救急医療との連携体制のもと、総合的な救

急医療体制の充実を図る。 

 

２ 救命救急センター施設整備事業 

・救命救急センターの整備を促進し、三次救急医療体制の確保を図る。 

 

整備の 

現況 

１ 休日夜間急患センター施設整備事業 

・初期救急（医科）については、休日夜間急患診療所等（48か所）及び在宅当番

医制で実施している。 

 

２ 救命救急センター施設整備事業 

・救命救急センターは県内21か所あり、全ての二次保健医療圏で１か所以上整

備し、三次救急医体制が構築されている。 

 

医療計画

における

位置づけ 

１ 休日夜間急患センター施設整備事業 

・軽症患者の二次・三次救急医療機関への流入抑制を図るため、休日夜間急患診

療所等の初期救急機能を強化し、二次・三次救急医療機関の診療負担の軽減を

図る。 

 

２ 救命救急センター施設整備事業 

・全ての二次保健医療圏で救命救急センターが設置されたことから、今後は、地
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域の二次・三次救急医療機関の医療資源・医療需要を踏まえた量的確保並びに

センター機能の質の充実に向けた取組について検討する。 

 

 

２ 事業の実施状況・実績 

 

（１）休日夜間急患センター施設整備事業 

項目 実施状況 特記事項 

事業の実施の有無 

 

■ 事業実施 有 

□ 事業実施 無 
 

事業の進捗状況 

 

 

 

■ 計画通りであった 

□ やや遅滞した 

□ かなり遅滞した 

□ 計画変更の必要性がある 

 

事業費の支出状況 

 

 

■ 適正に支出している 

□ 支出に問題有り 

□ 補助金返還の必要有り 

□ その他 

 

整備後 

の状況 

 

○保土ケ谷区休日急患診療所及び南区休日急患診療所の建替え新築により、横

浜医療圏の初期救急医療体制の充実が図られ、地域の初期救急患者の受入体

制が強化された。 

 

 

 

（２）救命救急センター施設整備事業 

項目 実施状況 特記事項 

事業の実施の有無 

 

■ 事業実施 有 

□ 事業実施 無 
 

事業の進捗状況 

 

 

 

■ 計画通りであった 

□ やや遅滞した 

□ かなり遅滞した 

□ 計画変更の必要性がある 

 

事業費の支出状況 

 

 

■ 適正に支出している 

□ 支出に問題有り 

□ 補助金返還の必要有り 
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整備後 

の状況 

 

○海老名総合病院の救命救急センターの改築により、特に県央地域における三

次救急医療の受入機能の強化を図る。 

 

 

３ 総合評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

本県では、保健医療計画において、小児救急や周産期救急も含め、プレホスピタル・

ケアから、初期、二次、三次の救急医療まで、病状に応じた適切な医療が受けられる

よう、それぞれの機能の強化を図り、施設設備の整備・充実に取り組むこととしてい

る。 

令和４年度医療提供体制施設整備交付金を活用した各施設整備事業により、「初期救

急機能」及び「災害時の病院の機能」の更新及び強化を実施し、地域医療圏における

医療提供体制の強化が図られた。 

また、各施設整備事業の実施のプロセスにおいて、計画どおりの進捗により実施さ

れ、事業の支出状況も適正に行われた。 

以上の点から、本県の令和４年度医療提供体制施設整備交付金における事業計画に

位置づけられた事業内容は、適切なものであったと評価する。 

 


